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球側についてはプレー継続を断念するほどの障害ではない点にあると考えられる。著者が行ったア
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グラブ着用方法は、①プロテクターなし、すべての指を入れる ②プロテクターなし、第 2指
を出す ③プロテクターあり、すべての指を入れる ④プロテクターあり、第 2指を出す 以
上、4種類であった。
















捕球終了後、指厚増加量が最高値を示す時間帯は、第 1節 10分から 30分後、第 2節 15分から 20







部位別に示した。グラブ着用方法①では、第 1節 1.338mm、第 2節 1.48mm、第 3節 1.504mmの上
図２：捕球による各被験者の増加特徴（例 グラブ装着方法②、第 2節）
（被験者 5例の指厚値の変化、捕球前を 0としその後の増加のしかたを示している）




は、第 1節が平均 1.17mm、第 2節が平均 1.283mm、第 3節が平均 1.245mmの上昇であり、第 2節、













第 1節 第 2節 第 3節
着用方法 捕球前 最高値 差 着用方法 捕球前 最高値 差 着用方法 捕球前 最高値 差
① 13.536 14.874 1.338 ① 15.102 16.582  1.48 ① 18.906  20.41 1.504
② 13.012 13.892  0.88 ② 14.81 16.056 1.246 ② 18.602 20.054 1.452
③ 13.134 14.314  1.18 ③ 15.202 15.984  0.746 ③ 18.52 19.442 0.922
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